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愛知県中部の瀬戸一猿投地域には中新統が点在して分布 し， 品野暦と 呼ばれている．礫岩を

主と し， シルト ・粗粒砂岩をはさむ地層で ，淘汰が悪く ，堆積盆地の縁辺部の崖錐性堆積物と

考えられている ．ただ一部では海成層と推定されるものが存在するとされてきた（赤娯 1954).

その後 ，松沢ら (1963)は，豊田市大畑の豊徳鉱山地下から，海生貝化石の産出を報告し，一

部に海成層の存在することを明らかにした．さらに，付近の愛知県の試錐 No.38-4, No. 40-3 

（第 1図参照）のコアにおいても不完全な貝化石の破片が発見されている ．

1976年春，東海窯業原料株式会社盟田事業所の田籾鉱山において，瀕戸陶土屑の下位に中新

統と思われる地層が発見され，貝類や植物の化石を含むことが認められた．このことは筆者ら

に通報され，地層の状況 ・化石の産状の調査，化石の採集を行った．その結果，30種近い化石

を含むことが判明し ，古瀕戸内中新統についての諸問題を考える上に大き い意味をもっている

ので，こ こに報告する ．

本報告にあたり， 採集の援助をはじめ， 多くの使宜をはか られた東海窯業原料株式会社の古

村晋ー氏に厚くお礼を 申しあげる ．

化石産地は珪砂採取場の切羽で，約 2mの厚さのシル ト岩～泥岩が露出する ．上位には不整

合に瀕戸陶土層がのり ，中新統の最上部は二酸化鉄により汚染されて，赤褐色を呈する ．中新

統は下部がやや粗くてシル ト岩で砂をまじえ ，生痕（サンド ・パイプ），炭質物を含む．凝灰

質で軽石粒がある．上部の約50cmは泥岩～シル ト質泥岩で無層理，時にラミナが認められる ．

凝灰質である ．化石はこのうちの下部のシルト岩中に主に含まれ，一般的には点在するが，時

に， パッチ状に集合して産する ．第 1表は化石の リストである．

第 1表 化石リスト

二枚貝類

Acila submirabilis MAKIY AMA 

Saccella miensis ARAKI 

Chlamys iwamurensis lTOIGA WA 

Crassostrea sp. 

Cyclocardia siogame11sis (NOMURA) 

Lucitzoma acutilineatum (CONRAD) 

Table 1. Fauna! list 
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Dos切orbisnomurai (OTUKA) 

Nipponomarcia nakamurai !KEBE 

Simtoria siratorie11sis (OTUKA) 

Liocyma mimda NOMURA 

Cultellus izumoensis YOKOY AW A 

Solidicorbula sp. 

"Teredo" sp. 

Perip[oma sp. 

股足類（巻貝）

Protorotella cfr. deprnssa MAKIYAMA 

Homalopoma sp. 

Turritella泣 gaiKOTAKA 

Batillan・a ? sp. 

Vicaryella ishiiana TAKEY AMA 

Proclava ot11kai (NOMURA) 

Calyptroea tubura OTUKA ? 

Euspira meisensis MAKIY AMA 

Phos minoensis lTOIGA WA 

Sip/wnalia ? sp. 

Zeuxis kometubus (OTUKA) 

Z. sp. 

"Tritia" sp. 
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Decapoda 

Disci11isca sp. 

Bryozoa 

F

R

R

F

F

R

R

R

R

 

R : rare, F : frequent, C : common, 

a：大部分が合殻， （a):一部分が合殻

A: abundant 

化石群集は，大きくわけて ，2つのグループから構成されている ．1つは ，合殻の二枚貝類

を主とするもので，Periploma sp., Acz'la submirabilz's, Saccella miensis, Cydocardia 

siogamensis, Lucinoma acutilineatum, Cultellus izumoensisなどである ．この他，Do-

sinorbis nomurai, Euspira meisensis もこれに含まれるかもしれない．これらは ，ほば自

生的な産状を示すも のである ．もう 1つのグループは他生的な産状を示す と考え られるも の

で，Crassostreasp., N:ゅponoma冗 ianakamurai, Prataratella cfr. depressa, Batillaria 

sp., Vicaryella ishiiana その他である ． これらは，前者が泥底～シルト底の，やや深い浅

海の棲息者であるに反し， 砂質～泥底の浅海で，一部は汽水域に普通な種である ．

以上を綜合して考え ると ，化石群集は Perip!ama-Acila群集としてまとめられ，他生的な

種を伴 うといえよう ．すなわち ，Crassastrea,Vicaryella などは，近くのより 浅い環境の場

より ，迎ばれて堆積した もの と推定され， Perzplama-Acila群集が，環境の指示者として有効

である ．今まで報告 された群集と比較す ると ，瑞浪閣群の山野内層上部～狭間層下部の群集に

近い といえよう ．古環境と して，泥～シルト質底のかなり開いた浅海が推定され，大胆にいえ

ば，50~60m前後の深度の海が考え られる ．

これまでこの地域で報告されたものは 6種で ，Venericardiasp., Felaniella usta (GouLD), 

Lucinama sp., Paphia undulata (BORN), Turrtella sagai KoTAKA, Macama sp.であ
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第 1図地質図 Fig.1. Geologic map 

（主に大塚ら 1968による ；Mainlyafter OTSUKA et al. 1968) 

る．このうち ，Paphia は現生種で，棲息深境を考えると ，共産種として少し異質で，むし

ろ，Sz'ratoriasz'ratoriensisである可能性があ る．いずれにしても，今回の群集と比較して ，

より浅い海の環境を指示する ．

このことは ，この付近の中新統の岩相にかなり変化があるこ とを示している．化石産地の東

北方，約 300m付近から東北へ中新統の分布があ るが， 品盤の花岡岩の上に不整合でのり，細

礫岩にはじまる礫岩 • 砂岩を主とし， 最上部は砂質シル ト岩で終る ． 層厚は 15 mたらずであ

る．この一迎の地胴は含化石府の下位にあたるが，化石は含まず，岩相も海成層的ではない．

ボーリ ングによる資料は（第 2図） ，西方地域において ，厚さ50m以上の凝灰質岩およびシル ト

岩 ・泥岩が存在することを示していて， 東から西（または東北から西南）へ，地暦は下位から

上位になり（地層の走向は地表でほぼ南北，西へ傾斜する） ，岩相も ‘‘淡水成層”から海成府

へ変り ，海進のプロセス を示す地層が存在すると推定される ．

時代的には瑞浪屈群明世累恩相当層と考えられる．ただ， 岩相 ・化石相の類似だけで，山野

内層または狭間層相当とまで細かく対比することはできない ．古地理的環境を考えると ，当時

の海は瑞浪地域から伊勢湾一太平洋方向へ開いていたこと が考えられ，瑞浪層群よりも，より

深く ，開いた海の環境がこの地域では想定されるからである．

林 ・三浦 (1973)の岡綺付近の含化石中新統をはじめ ，古顛戸内地域の各地で新 しい資料が

増加してい る． 古瀬戸内海の実体を明らかにするためには，本報告も含めて，このようなデー

タが蓄積さ れること が必要と思われる ．
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第2図地質柱状図lFig. 2. Geologic columns 

l:砂礫 Gravel, 2:礫まじり粘土 Gravel-beg.clay, 3 :砂 Sand, 

4:粘土 ・泥岩 Clayor mudstone, 5 :シルト （岩）Siltor Siltstone, 

6:凝灰質岩 Tuffaceousrock, 7 :砂質 Sandy, Y:矢田川累刑

Yatagawa for., S :瀬戸阿土RSeto ceramic clay bed, M :中

新統 Mioceneseries, Q :珪砂 Quartzsand 

（ポーリング柱状図は 大塚ら 1968による）
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